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1 

「
ॅ
Έ

す
͞
No.

̍
」

　

さ
ら
な
る
交
通
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
、
交
通

事
業
者
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
推
進
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導

入
促
進
、地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

加
え
て
、
市
街
地
の
緑
化
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
五

月
山
や
猪
名
川
に
代
表
さ
れ
る
本
市
の
豊
か
な
自
然

の
保
全
と
、
住
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

2
「
ࢠ
ҭ
ͯ
し

す
͞
No.

̍
」

　

ま
ず
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
を
１８
歳

ま
で
拡
充
し
ま
す
。
そ
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
の
切
れ
目
な
い
支
援
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
支
援

事
業
や
、
産
前
・
産
後
の
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
は
じ
め
、

留
守
家
庭
児
童
会
の
拡
充
、
学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
な
ど
、
さ
ら
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
提
供

を
め
ざ
し
ま
す
。

3
「
ڭ
ҭ
の
ॆ
࣮
No.

̍
」

　

本
市
の
教
育
の
か
た
ち
が
全
国
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
一
層
の
拡
充
や
英
語
教
育
環
境

の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
国
際
理
解
教
育
の
充
実
な
ど

の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
施

策
を
検
証
し
な
が
ら
、
挑
戦
し
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
深
化
、
さ
ら
な
る
教
育
機
会
の

均
等
化
、
少
人
数
指
導
の
拡
充
、
学
校
図
書
館
の
充

実
な
ど
、
教
育
環
境
を
整
備
・
改
善
し
な
が
ら
、
情

操
教
育
の
多
様
化
や
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　

教
育
の
現
場
に
関
し
て
も
、
教
育
委
員
会
と
連
携

し
、
学
校
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
在
り
方
、

地
域
の
方
々
の
意
見
を
反
映
し
た
学
校
運
営
の
拡
大
、

教
員
の
事
務
負
担
軽
減
や
教
員
の
資
質
・
能
力
向
上

の
た
め
の
研
修
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

4
「
ҩ
ྍ
ɾ

ࢱ
の
ॆ
࣮
No.

̍
」

　

高
齢
者
の
見
守
り
や
認
知
症
予
防
対
策
の
強
化
、

虐
待
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
な
ど
、
福
祉
サ

ポ
ー
ト
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
石
橋
地
域

に
お
け
る
敬
老
会
館
や
白
寿
荘
を
は
じ
め
と
す
る
福

祉
施
設
と
、そ
の
周
辺
エ
リ
ア
で
あ
る
「
敬
老
の
里
」

の
再
構
築
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保
、
機
能
集
約
、

民
間
活
力
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
協
議
を
重
ね
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
療
育
制
度
な
ど
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
推
進
な
ど
の
施
策

を
検
討
し
、
医
療
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
の
対
象
を
１８
歳
ま
で
拡
充
す
る
ほ
か
、
ジ
ェ
ネ

〜新市長の所信表明〜

文教・住宅都市として、
住民満足度Ｎo.１をめざす

池
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
８
つ
の
柱

　

今
後
４
年
間
の
任
期
に
お
い
て
、「
オ
ー
ル
池
田
」
を
合
言
葉
に
「
住
民
満
足
度
No.

１
」
を
掲
げ
、

文
教
・
住
宅
都
市
と
し
て
、
教
育
と
文
化
、
住
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。　
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��

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
の
啓
発
・
広
報
強
化
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

5
「
健
康
・
楽
し
さ
No.

̍
」

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
の
効
果
検
討
、
各
種
が

ん
検
診
の
助
成
強
化
、
健
康
教
育
の
充
実
、
健
康
遊

具
の
公
園
へ
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
自
ら
健
康
的
な

生
活
を
送
り
、
末
永
く
自
立
し
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

地
域
に
溶
け
込
み
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
よ
う
な
場
所
や
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
既
存

の
公
共
施
設
を
活
用
し
た
機
能
整
備
、
市
民
が
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
行
事
へ
の
支
援
な
ど

に
よ
る
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
分
権
制
度
に
つ
い
て
は
、
在
り
方
を
い
ま
一

度
見
直
し
、「
住
民
ニ
ー
ズ
の
く
み
取
り
」
に
重
き

を
置
き
つ
つ
、持
続
可
能
な
制
度
へ
と
改
善
し
ま
す
。

6
「
҆
৺
ɾ
҆
શ
No.
̍
」

　

地
震
、
豪
雨
、
土
砂
災
害
、
浸
水
な
ど
の
各
種
災

害
対
策
を
強
化
す
る
た
め
に
、
公
共
施
設
の
避
難
所

機
能
の
強
化
、
要
支
援
者
の
把
握
・
サ
ポ
ー
ト
向
上
、

市
街
地
の
防
火
対
策
の
推
進
、
災
害
・
防
犯
情
報
の

効
果
的
な
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
公
助
の
み
な
ら
ず
、
自
助
・
共
助
の
意
識
も
醸

成
す
る
た
め
に
、
自
治
会
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
の

機
能
強
化
を
め
ざ
し
、
災
害
に
強
い
、
強
靭
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
治
安
面
に
お
い
て
も
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
促
進
、
通
学
路
の
安
全
確

保
な
ど
、
地
域
や
関
係
機
関
と
協
働
・
連
携
し
て
街

頭
犯
罪
対
策
を
推
進
し
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
確

立
し
ま
す
。

7
「
׆
ྗ
͋
Δ
·
ͪ
No.

̍
」

　

池
田
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
改
善
と
効
果
的
な
運
営
、
高
品

格
・
高
品
位
を
主
軸
と
し
た
新
た
な
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
方
針
の
策
定
、「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

大
阪
池
田
」
へ
続
く
遊
歩
道
整
備
、

宿
泊
施
設
の
拡
充
、
府
道
伊
丹
池
田
線
の
メ
イ
ン

ロ
ー
ド
化
、
池
田
駅
前
の
再
々
開
発
、
石
橋
駅
の
立

体
交
差
化
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
と
も
連
携
し
つ
つ
、
中
小
零

細
企
業
の
た
め
の
、
創
業
や
海
外
展
開
な
ど
を
含
め

た
経
営
相
談
窓
口
の
充
実
な
ど
、
行
政
の
立
場
か
ら

創
業
・
就
労
へ
の
支
援
を
行
い
、
働
く
マ
マ
・
現
役

世
代
へ
の
手
助
け
や
、
女
性
・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

就
業
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
相
談
体
制
の
構
築
に
よ
り
、
女
性
の
就
労
支
援
策

の
一
層
の
拡
充
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
環
境
先
端
都
市
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

視
野
に
入
れ
た
成
長
戦
略
に
も
注
力
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
構
造
改
革
特
区
や
、
国
家
戦
略
特
区
制

度
の
社
会
課
題
解
決
型
の
規
制
改
革
メ
ニ
ュ
ー
を
積

極
活
用
し
、
先
端
技
術
産
業
の
拠
点
形
成
、
そ
し
て

そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
大
学
の
創
設
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
さ
ら

な
る
推
進
な
ど
に
よ
る
空
き
家
の
利
活
用
を
含
め
、

本
市
の
新
た
な
特
色
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⬭
ủ
ࡒ

ӡ
Ӧ
No.

̍
」

　

７
つ
の
「
No.
１
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
行

財
政
改
革
は
不
可
避
で
あ
り
、
財
政
運
営
の
目
標
と

し
て
、
池
田
市
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
Ⅲ
の
遂
行
に

加
え
、
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
に
お
い
て
、
府
内
に
お
け
る
類
似
団
体
都
市

の
平
均
を
上
回
る
水
準
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、
新

公
会
計
制
度
に
よ
る
効
果
的
な
財
政
運
営
と
透
明
化

を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

出
資
法
人
の
在
り
方
の
見
直
し
、
全
事
業
の
検
証
に

よ
る
財
源
創
出
、
上
下
水
道
事
業
の
経
営
戦
略
に
基

づ
く
さ
ら
な
る
効
率
化
、
ご
み
処
理
事
業
の
効
率
化
、

市
営
住
宅
管
理
の
民
間
活
力
導
入
、
市
立
池
田
病
院

の
経
営
改
善
、
庁
内
機
構
再
編
に
よ
る
ス
リ
ム
化
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
池
田
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
各
計
画
を
見
直
し

つつ
、
石
橋
地
域
お
よ
び
池
田
地
域
に
お
け
る
拠
点
施

設
を
整
備
す
る
な
ど
、
公
共
施
設
の
効
率
的
な
再
編

や
、
重
複
機
能
を
有
し
た
施
設
の
統
廃
合
に
も
取
り

組
み
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
公
共
施

設
の
使
用
料
や
手
数
料
に
つい
て
は
、
消
費
税
増
税
な

ど
も
踏
ま
え
、
各
施
設
の
適
正
な
使
用
料
・
手
数
料

を
設
定
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
身
を
切
る
改
革
」
と
し
て
、
ま
ず
は
市
長

の
退
職
金
ゼ
ロ
、
市
長
の
給
与
月
額
の
３０
％
カ
ッ
ト
を

実
行
し
ま
す
。
す
ぐ
に
着
手
可
能
な
も
の
も
あ
れ
ば
、

現
状
を
精
査
し
、
最
善
の
方
策
を
定
め
た
上
で
進
め
る

べ
き
も
の
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
早
期
実
現
に
向
け

て
検
討
と
議
論
を
重
ね
、
市
民
の
意
思
を
よ
り
反
映

で
き
る
行
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
Ố
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